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(広告 ) 平成22年 (2010年 )12月

秋田県特別栽培農産物認証 農
城
薗
武
ワ
上
球

亀
を
鶴

　

一

へ味
よ
し
、食
感
境
し
》

安
也
ち安
全
の

私のこだわり米
世紀の節目である西暦2000年 (平成12年 )、私は

「伊勢神宮新嘗祭献穀田」を斉行する機会を与えて

いただきました。爾来、自然環境と食の安全に対す

る考え方が改まり、稲づくりにも少しずつ改良を加

えて今日に至つております。

ここで出会つたものが「内城菌」でした。画期的

なパワーを発揮するこの菌は、これまでは厄介者

として扱われてきた食物、魚肉、野菜などから出る

生ゴミを、有機肥料としてリサイクルするものです。

これで土壌は生まれ変わり、植物は栄養分を吸収

し易く、「内城菌農法」が可能となります6私のこだ

わりは、この肥料を使つて生産する有機米です8‐ |._.

「内1城菌」の使用によるリサイクル農法は、私た

:諄鰤 薦 憑顧:」殆実重げ螂 (内城菌の散布 )

後世に引き継いでまいります。   佐藤 久男

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

ご住所⇒  (郵便番号 )

お名前⇒

(電話

* いずれも送料は当方で負担します。数量に限りがありますので品切れの際はご容赦願います。
〒014¨ 0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男

電話0187(66)1702  Fax01 8 7(62)5614

種類とご注文数 5 kg袋 10 kg後撻 30 kg,軽

①減農薬。無化学肥料栽培米
(内城菌有機肥料のみ散布土壌)

3,000円

(   個)

5,000円

(   イ固)

13,000円

(   個)
②特別栽培 あきたこまち
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

(   個)

3,800円

(   個)
10,000円

(   イ固)
ご注文合計数 ( イ固) ( 個 ) ( イ固)
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『ふるさと大曲』第10号

二
〇

一
〇
年
の
夏
、
「大
山
の
花
火
」
は

一
〇
〇
年
の
歴
史
を
積

み
重
ね
ま
し
た
。
私
た
ち
は
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
こ
の
花
火
を
東

京
で
観
賞
し
、　
一
緒
に
カ
ラ
オ
ヶ
も
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
し
た
。
ど
な
た
も
大
歓
迎
―
　
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
十
号

目

　

次

□
平
成
二
十
二
年
　
夏
　
首
都
圏
大
山
会
総
会

ふ
る
さ
と
を
慕

い
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に

□
大
山
の
花
火

一
〇
〇
年

挑
戦
＆
賛
歌
　
８０
万
人

の
大
観
衆
を
魅
了

妙
乃
湯
社
長
　
佐
藤
京
子
さ
ん

栄
え
あ
る
　
観
光
庁
長
官
表
賞
に
輝
く

日
　
時

△
〓
　
場

△
〓
　
　
菫貝

そ
の
他

申
込
み

平
．成
２３
年
２
月
２０
日

（日
）

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

（受
付
開
始
　
１２
時
３０
分
）

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ク
谷

（私
学
会
館
）

一
人
　
五
千
円

（花
火
弁
当
、
飲
み
物
付
き
）

カ
ラ
オ
ケ
を
用
意
し
ま
す
っ
　
　
　
一

氏
名

（グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
は
人
数
も
Ｙ

住
所

・

電
話
共
グ
ル
ー
プ
で
参
加
は
代
表
者
）
を
ご
記
入
の
上

首
都
圏
大
曲
会
事
務
局
ま
で
、
「
難

か
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【ふ
る
こ
と
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
】
　

　

　

　

　

　

　

一

余
目
地
域
活
性
化
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

い
き
い
き
協
議
会
の
み
な
さ
ん

（会
長
　
加
藤
加

一
さ
ん
）

15 12

乳
頭
温
泉
郷
　
黒
湯
温
泉
　
池
田
泰
久
社
長

◆
　
カ
メ
ラ
片
手
に

ぶ
ら
り
と
大
曲

　

撮
影

藤
田
　
征

一

ふ
る
さ
と
納
税
Ｉ
大
好
き
な
大
曲
　
小
笠
原
す
え
さ
ん
の
遺
族
が
ふ
る
さ
と
納
税

申
込
み
先

〒

１

０

２
１
０

０

７

３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
１

‐
１

‐
７‐
・
３
０
４

教
育
情
報
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
気
付
・
首
都
圏
大
曲
会
事
務
局

「大
曲
の
花
火
」
と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

一　
　
電
話
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
８

り
」ｘ
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
９

首
都
圏
六
曲
会

俳
句
　
朱
華

カ
メ
ラ
紀
行

【ご
案
内
】

会
員
の
ひ
ろ
は

２２
　
作
詞
　
黒
皮
　
羽
生
　
２２

（秋
の
吾
妻
高
原
を
行
く
）
斉
藤
貞
助
　
２０
　
　
　
◇
　
編
集
後
記
　
２３

「大
曲
の
花
火
を
東
京
で
観
る
会
」

1618
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平成22年 (2010年 )12月

大
曲
は
川
が
多

い
。
緑
も
豊
か
だ
。
だ
か
ら
水
も
空
気
も
清
ら

か
で
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
も
鮮
や
か
だ
。
こ
れ
は
大
曲
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
。
悔
し
い
こ
と
に
大
曲
を
離
れ
て
都
会
の
雑
踏
の

中
で
暮
ら
し
て
初
め
て
気
が
つ
く
。
藤
田
征

一
さ
ん
に
春
か
ら
秋

に
か
け
て
の
大
曲
を
、
カ
メ
ラ
片
手
に
歩

い
て
い
た
だ
い
た
。

一一一一二一一一一一一一一一一一一一一一

①

②

③

④

⑤

丸子川の流れ、西山は雲の中

ふくべない川と雄物川合流地点

ふくべない川水門

河川敷運動公園でサツカーを楽しむ

姫神橋下のグランドゴルフ場
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『ふるさと大曲』第 10号

警 攣 1畿:晰 |

11111壽 1■,,I″ |
一
鰺
一饉
饉
一驚
議
鶴
轟
嚢
書

一炒
饉
競
量
薔
醸
響
一苺
■

を
・え
驚
機
構
擬
菫
鷲

ここから頂上までがタイヘン

薬師堂は健在。ここで夏合宿もやつた



平成22年 (2010年 )12月

一一一一一一一一一一一一一〓
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一〓， 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〓一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一， 一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一“
〓

，一一一一一一一一一一一一〓一一一一一一一一一一一一一一一〓
一一一一一一一一贅

一〓
一一一一一一一一一一一一一筆
一一一〓
織

一〓〓織〓摯一一一一一一摯一一機

1恒例のウォーキング大会は、 NPO
大曲スポーツクラブ主催で毎年行わ

れる。爽やかな初夏の空気を思いつ

きり吸つて、気持ち良い汗をかく。

大仙薔教育委員会スポ下ツ振興課の

支援を得て、県内屈指のウォーキン

グ大会である。

草
萌
え
る
土
手
を
登
っ
て

①

②

③

④

草息れの土手を、霞み立つ西山に向かつて歩く

大由は花火の町 (七夕花火から)

七夕花火は丸子川橋橋上公園から打ち上げられる

善男善女が参加して盆踊り (楽 しそうです)

-6-



『ふるさと大曲』第 10月

元気いつぱい夏0大山
大曲の夏といえば“大曲の花火 "があまりにも

有名。しかし大山の夏は花火だけではありません。

「夏祭り大曲 2010」 も8月 、夏の盛りに開催する。

町内を練 り歩く子ども神輿は可愛い。威勢のいい

若い女性が飛び乗る大人の神輿もまたいい。

「夏祭り大山2010」 みこしに飛び乗り景気をつける若い女性

心地よくエンジンの響きをさせながら稲刈り

稲架 (はさ)も最近は少なくなった。懐かしい光景



平成22年 (2010年 )12月

『花
火

一
〇
〇
年
』
に
湧
い
た
こ
の

夏
の
大
曲
。
そ
れ
に
し
て
も
暑
さ
も

百
年
ぶ
り
か
と
思
う
ほ
ど
、
ま
さ
に

酷
暑
の
夏
で
し
た
が
、
大
曲
を
ふ
る

さ
と
と
す
る
私
た
ち
に
と

っ
て
は
、

忘
れ
得
ぬ
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。

首
都
圏
大
曲
会
総
会
兼
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
例
年
の
開
催
よ
り
も

一

週
間
後
ろ
に
ず
ら
し
た
７
月
２４
日
、

恒
例
の
帝
国
ホ
テ
ル

「光
の
間
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も

一
〇
〇
名
を
大
き
く
越
す

参
加
者
を
集
め
、
大
仙
市
か
ら
栗
林

市
長
、
山
王
丸
副
市
長
、
大
仙
市
議

会
児
玉
議
長
、
大
曲
商
工
会
議
所
高

橋
会
頭
な
ど
大
勢

の
方

々
が
出
席

し
、
盛
大
か
つ
い
つ
も
に
も
増
し
て

賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
司
会

は
和
服
姿
も
艶
や
か
に
大
友
律
子
副

会
長
が
務
め
ま
し
た
。

喜
び
も
悲
し
み
も

ふ
る
さ
と
と
共
に

大
釜
会
長

総
会
冒
頭
、
大
釜
会
長
は
、
「
新

幹
線
が
通
り
、
高
速
道
路
の
整
備
な

ど
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的

に
良
く
な

っ
て
い
る
。
今
や
首
都
圏

と
地
元
大
曲
と
の
距
離
感
は
ほ
と
ん

ど
感
じ
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
古
里
を

遠
く
思
い
つ
つ
郷
愁
を
感
じ
る
時
代

は
今
や
遠
く
過
ぎ
去

っ
た
。
今
私
た

ち
大
曲
人
は
、
ど
こ
の
地
域
に
住
む

か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ふ
る
さ
と

と
同
化
し
、
喜
び
も
悲
し
み
も
共
有

し
合
う
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
地
元

の
方
々
と

一
緒
に
な

つ
て
そ
の
発
展

歓迎の挨拶をする大釜茂障会長

右は祝辞を述べる栗林次美市長

を
目
指
し
、
努
力
す
る
意
識
を
強
く

持
と
う
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

引
き
続
き

「平
成
２‐
年
度
事
業

。
会

計
報
告
」
が
あ
り
ま
し
た
。
大
川
監

査
よ
り
監
査
報
告
、
続
い
て
会
長
よ

り
第
２
回

「東
京
で
大
曲
の
花
火
を

観
る
会
」
の
開
催
な
ど

「平
成
２２
年

度
事
業
計
画

・
予
算
」
の
説
明
が
行

わ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組

合

病

院

新

築

計

画

が
動
き
出
し
た

栗
林
市
長

栗
林
市
長
は
そ
の
祝
辞
の
中
で
、

「
一
市
七
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
大
仙
市
は
、
今
年
で
誕
生
五
周
年

を
迎
え
た
。
三
月
二
十
二
日
に
は
市

民
こ
ぞ

っ
て
の
祝
典
を
持

っ
た
。
当

児玉裕一大仙市議会議長司会の大友律子副会長

Jr大 曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014-0027 大仙市大曲通町 8番50号

TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
URL http://www.obako.or.jp/kaigaisho/
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『ふるさと大曲』第 10号

-9-

一一一一一一一一一一一一一一嶋

総会には大仙市
プロ歌手 (会員

ふるさと南外の会相馬会長

初
こ
そ
市
議
会
議
員
数
日
本

一
な
ど

と
話
題
も
提
供
し
た
が
、
そ
の
後
多

く
の
面
で
市
機
能
は
整
備
さ
れ
た
。

現
在
は
各
部
門
問
題
な
く
動
い
て
い

る
。
老
朽
化
と
手
狭
と
な

っ
て
い
た

仙
北
組
合
総
合
病
院
は
、
駅
前
の
旧

ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ
ー
の
跡
地
を
中

核
に
し
た
土
地
の
取
得
が
終
わ
り
、

建
築
の
目
処
が
立

っ
た
。
こ
れ
は
大

仙
市
総
合
計
画
及
び
大
仙
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

「大

仙
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
に
よ
る
も
の
で
、
大
曲
駅
周
辺

は
、
組
合
総
合
病
院
を
中
心
に
医
療
・

福
祉
機
能
の
強
化
を
図

っ
て
い
く
こ

と
に
な

っ
た
」
と
、
最
近
の
大
仙
市

情
勢
を
詳
細
に
話
さ
れ
た
。
大
仙
市

の
発
展
を
目
指
し
、
よ
り
住
み
良
い

町
づ
く
り
に
専
念
す
る
姿
勢
を
強
く

打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。

高
橋
大
山
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

は
、
「
大
曲
の
花
火

一
〇
〇
年
」
が

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
も
と
に
行
わ
れ

る
と
い
う
、
Ｐ

Ｒ
も
兼
ね
た
ご

挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
大
山
の

花
火

一
〇
〇
年

を
記
念
し
て
百

連
発
の
打
ち
上

げ
も
あ
る
と
自

信
満
々
の
話
し

は
、
参
加
者
か

ら
期
待
と
激
励

の
拍
手
が
出
て

い
ま
し
た
。

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
日
本
酒
も
、

会
頭
が
自
ら
酒
蔵
に
交
渉
し
て
揃
え

て
く
だ
さ

っ
た
も
の
。
格
別
に
暑
い

夏
だ
が
稲
は
順
調
に
生
育
し
て
い

る
。
頑
張

っ
て
豊
作

へ
と
持

っ
て
い

き
た
い
も
の
だ
と
児
玉
大
仙
市
議
会

議
長
の
挨
拶
と
続
き
、
市
議
会
議
員

を
含
む
各
関
係
者
、
各
ふ
る
さ
と
会

な
ど
、
来
賓
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
会
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立

っ
た
ふ
る
さ
と
南
外
の
会
相
馬
会
長

か
ら

「首
都
圏
大
曲
会
が
中
心
と
な

り
、
大
仙
市
オ
ー
ル
ふ
る
さ
と
会
の

集
い
を
持
と
う
」
と
呼
び
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

華
や
か
―

ア
ー
フ
イ
ン
ョ
ン

賑
や
か
―

福
引
き
抽
選
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
今
年
も
豪
華

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
首
都
圏

大
曲
会
に
は
プ
ロ
の
民
謡
歌
手
、
プ

ロ
の
浪
曲
師
、
セ
ミ
プ
ロ
の
フ
ラ
ガ

ー
ル
も
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
こ
れ
ら
の
方
々
が
懇
親

会
の
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
立
て
て
く
れ

ま
す
。
千
葉
ト
シ
子
さ
ん
は
今
年
も

子
息
の
畠
山

一
洋
さ
ん
の
伴
奏
で
秋

田
民
謡
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
加
え
て
今
年
は
佐
藤
健
幹
事
が
、

ご
自
身
の
尺
八
師
匠
鈴
木
幸
夫
さ
ん

と

一
緒
に
応
援
出
演
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
民
謡
浪
曲
の
富
士
琴
美

上は、天王丸副市長 (右端)や市会議員など
来賓のみなさん。下は各ふるさと会の代表

社む7ん朧 |●ta j″
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秋
口
の
Ｓ
を
醸
す

人
蛯
の
↓
ｓみ
と
と
も
に

雪
次
健
鐘

で

　

　

わ

つ
　
　
る

鳥

稼
筑
の
機
傾

゛
　

う
　
　
　
　
　
績

■ 創締01224
難 劇舒⑬霧

覆

雀

◆
警
講
酒
埜
参
藤

秋
田
県
大
仙
市
戸
地
谷
字
天
ヶ
沢
八
〓
の

一

お
灌
は
二
十
策
に
な
っ
て
か
ら
．
お
藩
は
お
い
し
く
適
菫
を
．

饉
嬢
や
や
授
乳
蟻
の
飲
酒
は
お
控
え
く
だ
さ
い
．
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盛り上げてくれた人々

生まれ故郷の味はいくつになつても懐かしい。大農のジャムや
ジュースも好評。今年も、「完売です 1」 の声があがつていた

毎年大好評。今年の「お楽しみ抽選会」を大いに
盛り上げた小松美智子さん (上 )と築地良仁さん

さ
ん
も
元
気

一
杯
、
華
や
か
に
会
場

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
高
田
洋
子
さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

は

一
層
情
熱
的
円
熟
味
を
加
え
、
場

内
か
ら
拍
手
が
湧
い
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、

地
元
企
業
や
商
店
、
団
体
な
ど
か
ら

の
景
品
提
供
を
頂
い
た

「
お
楽
し
み

福
引
き
抽
選
会
」
で
す
。
今
年
は
幹

事
の
築
地
良
仁
さ
ん
と
小
松
美
智
子

さ
ん
の
軽
妙
な
司
会
で
、
笑
い
渦
巻

く
抽
選
会
と
な
り
ま
し
た
。
当
た

っ

て
大
声
を
あ
げ
て
喜
ぶ
人
、
初
め
て

当
た

っ
た
と
び

つ
く
り
す
る
人
、
１

番
違
い
で
外
れ
て
悔
し
が
る
人
、
悲

喜
こ
も
ご
も
の
抽
選
会
で
し
た
。
地

元
の
方
々
の
心
温
ま
る
ご
支
援
が
当

日
の
出
席
者

一
人
ひ
と
り
の
心
に
残

り
、
心
地
よ
い
思
い
出
と
な

っ
て
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
に
定
着
し

て
い
く
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

好

評

！
完

売

の
特

産

品

即
売
コ
ー
ナ
ー

大
農
ン
ャ
ム
も

毎
年
の
総
会
で
人
気
を
呼
ん
で
い

る
も
の
に
、
大
仙
市
特
産
品
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
「大

千
葉
ト
シ
子
さ
ん
の
民
謡
は
、

首
都
圏
大
曲
会
で
も
ゼ
ツ
タ
イ

の
人
気
を
誇
っ
て
い
る

仙

市
特

産

品

」

の
職

を

立

て

て

即
売

コ
ー

ナ
ー
を
設

営

し
ま

し

た
。

大

仙

市

の
特

産

は
何
か
、
季
節
は
、
何
が
美
味
し
か

っ
た
か
、
そ
の
料
理
法
は
？
、
誰
も

が
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
。
こ
う
い
う

場
を
利
用
し
て
、
大
山
の
味
を
思
い

出
し
て
貰
い
た
い
と
担
当
の
方
々
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
大
農
の
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー

ス
が
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
好
評

の

「大
農
ジ
ャ
ム
」
は
今
回
も
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
て
、
他
の
物
産
に
先
が

け
て
完
売
。
そ
の
他
の
も
の
も
続
々

と
完
売

の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し

た
。
で
し
」
で
大
曲
の
品
を
買
う

の

が
楽
し
み
」
と
、
ま
る
で
総
会
は
二

の
次
と
い
う
感
じ
の
人
も
い
ま
し
た

が
、
日
は
笑
い
、
耳
は
ス
テ
ー
ジ
方

向
に
ダ
ン
ボ
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

全

員

着

席

で

ゆ

っ
く

り

と

年
輩
者
の
参
加
も
大
歓
迎

総
会
は
昨
年
か
ら
参
加
者
全
員
が

着
席
し
、
ゆ
っ
く
り
と
会
話
出
来
る

形
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
従
来
の
立
ち
席
ス
タ
イ
ル
よ
り

随
分
ラ
ク
だ
し
楽
し
い
と
、
老
若
男

女
か
ら
も

つ
ぱ
ら
の
好
評
で
す
。
し

か
も
土
曜
日
の
昼
間
に
変
わ

っ
た
の

も
、
江込
方
か
ら
の
参
加
者
や
、
暗
く
て

足
元
に
自
信
の
な
い
方
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
と
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
２３
年
度
も
７
月
２３
日

（土
）

１１
時
３０
分
～
１４
時
３０
分
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員

の
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

年齢を感じさせない
高田洋子さんのフラダンス

浅草・木馬座を中心に大活躍
の富士琴美さん

久しぶりに逢えば話はつきない

即売コーナー担当の 3人ムスメ

―-10-―
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ど
ん
な
人
で
も
自
分
が
生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
ほ

ど
懐
か
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い
土
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
出
来
る
な
ら
、
ふ
る
さ
と
に
何
か
恩
返
し
を
し

た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
意
外
に
多
い
の
も
驚

き
で
す
。
あ
な
た
も

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
、
ち
ょ
っ
と

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
さ
と
へ
の

気
軽
な
寄
附
金

納
税
制
度
な
ど
と

い
う

と
、
「
税
金
の
話
か
」
で
片

づ
け
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
こ

れ
は
生
ま
れ
故
郷
を
自
分
の

力
で
支
援
出
来
る
、　
一
種
の

寄
附
金
と
考
え
た
ほ
う
が
わ

か
り
良

い
の
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
が
税
金
と
違

う
と
こ
ろ
は
、
寄
附
し
た
金

額
の
う
ち
五
千
円
を
越
え
る

金
額
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の

確
定
申
告
に
際
し
て
申
告
を

す
る
と
控
除
さ
れ
る
と

い
う

こ
と
で
す
。

大
仙
市
が
受
付
け
た
ふ
る

さ
と
納
税
の
金
額
は
、
秋
田

県
内
で
は
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
平
成
２０
年
度
は
寄

付
者
５０
名
で
五
、
一
≡
一人
千

円

（県
内
３
位
）、
平
成
２‐
年

度
は
あ
名
、
六
、
四
人
三
千

円

（１
位
）、
そ
し
て
平
成
２２

年
度
は
■
月
３０
日
現
在
、
３０

名
四
、
九
五
二
千
円
で
２
位

と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
３

月
ま
で
は
間
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
声
を
掛
け
合
い
ト
ッ
プ

に
躍
り
出
た
い
も
の
で
す
。

病
院
改
築
な
ど
に

市
で
は
こ
の
貴
重
な
お
金

を
次
の
よ
う
な
事
業
で
、
有

効
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に

ふるさとを思う気持ちを形に

ふろさと納税

な

っ
て
い
ま
す
。

・
観
光
交
流
を
推
進
す
る
た

め
の
事
業

・
高
齢
者
福
祉
を
目
指
し
実

現
す
る
た
め
の
事
業

・
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
の
事
業

。
子
育
て
と
教
育
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
事
業

・
仙
北
組
合
病
院
改
築
事
業

の
財
源

寄
附

の
方
法

郵
便
振
替
や
市
指
定
の
金

融
機
関

へ
の
振
込
み
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
市
役

所
窓
口

（総
合
政
策
課
）

ヘ

お
電
話
を
し
て
も
結
構

で

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。
市
職
員

が
と
て
も
親
切
に
応
対
し
て

く
れ
て
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

電
話
０
１
８
７

（
６
３
）

（内
線
２
８
６
）
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
「
大

仙
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

百
三
年
を
愚
直
に
生
き
た

一
人
の
女
性

「す
ゑ
さ
ん
」
　

さ
ヒ
著

大
曲
で
生
ま
れ
、
少
女
時

代
を
大
曲
で
過
ご
し
た

一
人

の
女
性
。
家
庭
の
事
情
で
東

京
に
出
て
働
き
、
１
０
３
歳

の
天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
愚

直
に
生
き
た

「す
ゑ
さ
ん
」。

早
世
し
た
実
の
妹
の
そ
の
夫

と
結
婚
し
、
妹
の
子
を
育
て

上
げ
た
が
、
そ
の
子
は
高
校

生
に
な
る
ま
で
実
の
母
親
と

ば
か
り
思

っ
て
い
た
と

い

う
。
「
す
ゑ
さ
ん
、
私
は
あ

な
た
を
忘
れ
な
い
」
と
、
感

謝
の

一
念
で
著
し
た
、
育
て

て
貰

っ
た
さ
ち
こ
さ
ん
。

目
を
落
と
す
ま
で
、
故
郷

の
大
曲
が
大
好
き
だ

っ
た
と

い
う
す
ゑ
さ
ん
の
気
持
ち
を

汲
ん
で
、
遺
族
は
今
年
大
仙

市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
ま

し
た
。
先
日
お
電
話
で
著
者
の
さ

ち
こ
さ
ん
と
お
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
お
許

し
を
得
て
著
書
の

「
ま
え
が

き
」
か
ら
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
『
す
え
さ
ん
は
明
治

三
十
八
年

三
月
十
日
、

秋
田
県
大
山
市

（現
大

仙
市
）
で
、
七
人
兄
妹

の
六
番
目
と
し
て
生
ま
れ
、

平
成

二
十
年
十

二
月
十
七

日
、
東
京
都
葛
飾
区
で
百
三

歳
の
長
寿
を
全
う
し
て
没
し

ま
し
た
。

家
庭
の
事
情
で
進
学
を
あ

き
ら
め
て
上
京
、
二
十
代
を

東
京
で
働
き
な
が
ら
生
活
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
妹
が
乳

飲
み
子

（さ
ち
こ
）
を
残
し

て
逝

っ
た
後
、
そ
の
子
を
育

て
る
た
め
に
妹
の
夫
と
結
婚

し
、
家
庭
を
持
ち
ま
し
た
。

決
し
て
丈
夫
な
身
体
を
持

っ

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
四
代
に
渡
る
激
動
の

時
代
を
、
自
分
の
父
親

（お

や
じ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）

を
信
じ
て
、
愚
直
な
が
ら
精

一
杯
誠
実
に
生
き
ぬ
い
た
女

の
生
き
様
を
描

い
て
み
た
い

と
思
い
、
本
書
を
認
め
ま
し

た
。そ
の
人
を
、
永
遠
に
忘
れ

な
い
た
め
に
。
』
　

　

（お
）

あなたを忘れない

ト

ト

ヤ魚

屋

の

オ

ヤ
ジ

や

っ
て
ま

す

“魚 と遊 ん で 遊 ば れ て" ふ
る
さ

と

の

み
な
さ
ん

お
元
気

で
す

か

〒136-0075東京都江東区新砂 1丁目8番 5号 電話03364064]1は )F AX03-3644-5832
お か ずさ ま で
創 業 45周 年
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生産物を手に加藤加―会長

大
仙
市
内
小
友
余
目
地
区
は
、
こ
の

地
区
の
住
民
の
自
主
的
な
発
想
と
活

動
で
、
他
の
地
域
に
な
い
の
地
域
独

自
の
文
化
を
形
成
し
注
目
さ
れ
ま
す
。

―
―
　
余
目
の
地
理
的
条
件
、
特

徴
は
何
で
し
よ
う
か
。

秋
田
自
動
車
道
の
、
大
曲
イ
ン

タ
ー
チ

エ
ン
ジ

の
す
ぐ
近
く
と

言

っ
た
ら
案
外
わ
か
り
い
い
と
思

い
ま
す
。

律
令
時
代
か
ら
の
行
政
区
画
で

す
か
ら
歴
史
あ
る
古

い
地
域
で

す
。
地
区
内
か
ら
は
縄
文
時
代
の

遺
物
が
沢
山
出
土
し
て
い
ま
す
。

日
当
た
り
の
良
い
小
高
い
丘
や
山

麓
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
土
地
で
す
。
余
目
公
園
や

県
立
農
業
科
学
館
な
ど
は
市
内
外

か
ら
の
観
光
客
か
ら
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

―
―
　
住
民
に
よ
る
地
域
活
動
が

大
変
熱
心
な
と
こ
ろ
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
ど
ん
な
組
織
で
す
か
。

は
い
、
そ
れ
は
地
域
住
民
が

一

体
と
な

っ
て
意
思

の
疎
通
を
図

り
、
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
組
織
で
す
。
こ

こ
に
住
む
人
々
が
、
い
き
い
き
と

誇
り
を
持

っ
て
集
落

（む
ら
）
づ

く
り

へ
の
参
加
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

―
―
　
会
設
立
の
き
っ
か
け
は
？

昭
和
５２
年
７
月
で
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
ば
ら
ば
ら
に
活
動
し
て
い

た
余
目
公
園
愛
護
会
、
水
道
組
合
、

婦
人
会
、
子
供
会
な
ど
が
集
ま
り

連
絡
協
議
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

平
成
１６
年
に

「余
目
地
域
活
性

化
対
策

い
き

い
き
会
議
協
議
会
」

の
名
称
で
統

一
し
ま
し
た
。

―
―
　
ど
ん
な
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
か
？

か
な
リ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
い
ま
す
よ
。
行
政
と
の
協
働
で

内
小
友
市
民
協
働
自
然
観
察
公
園

『ビ
オ
ト
ー
プ
』

の
整
備
、
桜
で

知
ら
れ
る
余
目
公
園
観
桜
会
、
「
ホ

タ
ル
の
里
」
を
整
備
し
て
ほ
た
る

観
賞
会
、
青
空
市
場
、
農
民
民
宿

の
運
営
、
転
作
田
で
の
蕎
麦
の
作

余目地域活性化対策
いきいき会議協議会
の み な さ ん

一
戸

一
輝 の 真 心 で

「
ほ た る 亭 」 開 設

協議会を運営するエンジンたち↑

余目の花火は桜の季節に行われる
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付
け
や
、
地
域
内
外
と
の
様
々
な

交
流
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

―
―
　
『ビ
オ
ト
ー
プ
』
公
園
と

は
？住
民
の
提
案
を
、
行
政
と
住
民

が
役
割
を
分
担
し
て
作

っ
た
公
園

で
す
。
ド
イ
ツ
語
で
は

「自
然
の

状
態
で
多
様
な
動
植
物
が
生
息
す

る
環
境
空
間
」
を
意
味
す
る
そ
う

で
す
。
沢
山
の
花
や
木
で
囲
ま
れ

た
広
い
国
内
に
は
、
展
望
台
、
ホ

タ
ル
が
生
息
す
る
水
路
、
水
辺
の

植
物
を
観
察
で
き
る
ト
ン
ボ
池
、

車
椅
子
の
使
用
を
考
慮
し
た
エ
コ

ロ
ー
ド
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
　
穏
や
か
な
時
間
が
ゆ
っ
＜

り
流
れ
て
い
ま
す
ね
。
他
に
は
ど

ん
な
こ
と
を
？

毎
年
４
月
の

「余
目
さ
く
ら
花

火
観
賞
会
」
は
今
年
で
六
回
目
を

数
え
ま
し
た
。
″
毎
月
花
火
の
あ

が
る
町
大
仙
市
″
の
、
４
月
唯

一

の
花
火
大
会
で
す
。
地
域
の
商
店

や
個
人
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、

ま
た
地
元
花
火
業
者
の
絶
大
な
協

力
を
得
て
、
地
域
住
民
手
づ
く
り

の
花
火
大
会
と
は
思
え
な
い
規
模

余
目
の
地
域
づ
く
り
生思
章

こ
の
郷

（む
ら
）
は
与
え
ら
れ
た
地
域
風
土
を
活
か
し
ま
す

隣
人
を
愛
す
る
こ
の
郷
に
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
す

肥
沃
な
大
地
に
自
給
の
産
物
を
創
出
し
ま
す

心
の
通
い
合
う
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た

農
あ
る
生
活
文
化
の
創
造
に
努
め
ま
す

自
然
を
愛
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す

平
成
十
六
年
四
月
十
四
日
　
開
郷

と
お
も
て
な
し
で
す
。
大
勢
の
観

客
が
見
え
て
、
「余
目
」
が
広
く

知
れ
わ
た
る
き

っ
か
け
を
作

っ
て

い
ま
す
。

―
―
　
そ
の
他
の
活
動
は
ど
う
で

す
か
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
６
月
下
旬
の

「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
で
す
ね
。

地
域
を
流
れ
る
高
寺
川
沿
い
に

乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
．
住
民
が
丹
精

込
め
て
育
成
し
た
ホ
タ
ル
を
、
大

勢
の
方
々
が
観
賞
に
訪
れ
て
く
れ

ま
す
。
街
灯
の
な
い
道
路
で
事
故

が
起
き
て
は
大
変
と
、
地
域
住
民

は
暗

い
道
路
や
土
手
に
立

っ
て
、

案
内
役
や
誘
導
役
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
を
務
め
ま
す
。
大
曲
の
中
心
部

か
ら
車
で
１５
分
足
ら
ず
。
気
軽
に

ホ
タ
ル
観
賞
が
で
き
る
の
で
す
。

春爛漫に咲き乱れる余目公園の桜はよく知られている

人々の奉仕で桜が咲きホタルの里がよみがえる

株式会社 嶋田ハム
代表取締役 嶋田耕治

〒014-0016大仙市若竹町26-23
TEL(0187)63-1576
FAX(0187)63-1578
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―
―
　
会
員

一
人
ひ
と
り
の
、
素

朴
な
力
の
結
集
を
感
じ
ま
す
。
「
一

戸

一
輝

（い
っ
こ
い
っ
き
）
と
い

う
活
動
を
し
て
い
ま
す
が

・
・
。

余
目
地
区
の

一
軒

一
軒
が
古
く

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
家
庭
料

理
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
漬

け
物
だ

っ
た
り
炊
き
込
み
ご
飯

だ

っ
た
り
。
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
が

輝
い
て
い
る
余
目
の
食
文
化
、
こ

れ
が

一
戸

一
輝
で
す
。
な
い
も
の

ね
だ
り
で
は
な
く
、
あ
る
も
の
の

強
み
を
発
揮
し
、
集
落
経
営
の
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
提
供
し
ま
す
。

ま
た
こ
の
地
域
に
は
、
お
や
き
づ

く
り
名
人
、
昆
虫
博
士
な
ど
、　
一

芸

を
持

つ

人

が
と

て

も
多

い
の

で
す
。

―
―

活
発

な
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
の
環
境

や
雰
囲
気
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

様
々
な
企
画
を
実
行
し
て
い
く

中
で
、
住
民
の
意
識
は
ま

っ
た
く

変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
既

に
交
流
の
あ
る
千
葉
市
を
初
め
、

市
の
内
外
に

「余
目
」
の
認
知
に

役
だ

っ
て
い
る
よ
う
で
、
視
察
研

修
に
訪
れ
る
団
体
も
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
知
名
度

の
向
上
は
、
メ
ン
バ
ー
の
参
加
意

欲
を
刺
激
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
余
目
地
域
経
済
の
活
性
化
に
、

寄
与
す
る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

―
ト
　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
の
勉

強
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

千
葉
市
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｔ
Ｒ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ

（虎
岩
雅
明

代
表
）
の
協
力
を
得
て
二
〇
〇
九

年
二
月
、
内
小
友
地
区
の
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
初
心
者
向
け
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
１２

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
受
け
て
行

っ
た
も

の
で

す
。こ
の
と
き
秋
田
大
学
、
国
際
教

養
大
学
の
学
生
が
講
師
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
に
な

っ
た
こ
と
で
、
地
域

と
大
学
生
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
年
輩

の
参
加
者
が
多
く
、

孫
と

一
緒
に
勉
強
す
る
よ
う
な
感

覚
で
、
皆
さ
ん
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

今
年
は
予
算
不
足
で
休
止
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
つ

く
り
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―
　
今
後
の
活
動
と
し
て
ど
ん

青
空
市
場
で
は
特
製
の
蕎
麦
も

な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

短
期
的
に
は
、
余
目
の
魅
力
を

外
部
に
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、

「
農
民
民
宿
の
運
営
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
」
、
「
不
定
期
に
開
催
し

て
い
る
青
空
市
場
を
常
設
化
す
る

こ
と
」
に
よ
り
、
経
済
的
に
持
続

で
き
る
活
性
化
策
の
確
立
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
活
動
に
参
加
す
る

地
域
住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
こ
の
地
域
を
次

世
代
に
誇
り
を
も

っ
て
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
中
山
間

地
域
に
お
け
る
農
業
経
営
の
安
定

化
と
地
場
産
品
の

「余
ロ
ブ
ラ
ン

ド
化
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
　
力
を
合
わ
せ
益
々
意
欲
的

な
活
動
を
期
待
し
ま
す
。
今
日
は

有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

徳島県の葉つぱビジネス「いろどり」の横石代表 (伝道師)をお招きして講演会開催。終了後、
「―戸―輝」(お母さんたち持ち寄りの家庭料理)で賑やかな懇親会。栗林市長の顔も見える。

今年3月 に開催された「いきいき会議協議会」総会風景

青空市場の見事な野菜即売風景
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鶴
に
対
し
て

亀
の
場
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も

羮

池

田

泰

久

見

秘
湯
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
出
し
て
か
ら
久
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
静
ま
り
返
る
田
沢
湖
の
奥
、
駒
ヶ
岳
山
麓
標
高

八
〇
〇
属
の
高
地
に
位
置
す
る
乳
頭
温
泉
郷
。
今
回
は
こ

の
温
泉
郷
の
中
で
、
鶴
の
湯
温
泉
に
次
い
で
古
い
と
さ
れ

る
、
黒
湯
温
泉
社
長
池
田
泰
久
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

―
―
　
随
分
古
く
か
ら
の
温
泉
と
聞
い

て
い
ま
す
が
。

池
田

　

一
六
七
四
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
三
百
年
以

上
前
に
な
り
ま
す
。
先
達
川
の
上

流
に
あ
た
る
荒
涼
と
し
た
源
泉
地

帯
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
当
初
は

生
保
内

の
田
代
さ
ん
と

い
う
方
が

経
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
昭

和
初
期
に
池
田
家
が
買

い
取

っ
て

い
ま
す
。

―
―
　
佐
竹
家
の
由
緒
あ
る
湯
と
し
て

の
歴
史
が
あ
る
と
か

池
田
　
も
と
も
と
佐
竹
家

の
湯
と

し
て
開
湯
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
敷
地
内
に
は
源
泉
が
わ
き

出
る
河
原
が
あ
り
、
湯
量

の
豊
富

な
こ
と
で
は
乳
頭
温
泉
郷
で

一
番

で
す
。
温
泉
郷
内
で
は
鶴

の
湯
温

泉

に
次

い
で
古

い
歴
史
が
あ
り
、

鶴

の
湯
に
対
し
て
亀

の
湯
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

―
―
　
黒
湯
と
言
え
ば
湯
治
場
と
し
て

の
印
象
が
強
い
の
で
す
が
。

池
田
　
昭
和
３０
年
代
頃
ま
で
は
農

閑
期

の

一
時
期
、
湯
治
に
来
る
人

が
多
か

っ
た
。
田
植
え
が
終
わ

っ

た
と
こ
ろ
で
、
農
家

の
人
た
ち
は

荷
物
や
布
団
を
背
負

っ
て
泊
ま
り

に
き
て
い
ま
し
た
。

―
―
　
仕
事
が

一
段
落
し
て
、
そ
れ
は

賑
や
か
だ
っ
た
で
し
よ
う
ね
。

池
田
　
黒
湯
温
泉
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
、
当
時
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

薄
く
赤
茶
け
た
白
黒
の
写
真
で
す

け
ど

（笑
）
湯
船
に
男
も
女
も

一

緒
に
漬
か

っ
て
い
て
、
み
ん
な
が

笑

っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
楽
し
そ

う
に
入
浴
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
　
今
は
ど
う
で
す
か
。
ど
ち
ら
か

ら
の
お
客
様
が
多
い
の
で
す
か
。

池
田
　
全
体
の
９５
％
が
県
外
か
ら

の
お
客
様
で
、
そ
れ
は
も
う
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
各
地
か

ら
お
出
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。
リ

タ
イ
ア
さ
れ
て
時
間
に
余
裕
の
出

来
た
ご
夫
婦
や
、
最
近
で
は
外
国

の
方
も
大
勢
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

効
能
は
い
か
が
で
す
か
。

池
田
　
一局
血
圧
症
、
動
脈
硬
化

症
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
や
皮
膚
病

な
ど
、
様
々
な
症
状
に
適
応
し
て

い
ま
す
。

黒
湯
温
泉
は
乳
頭
温
泉
郷
随

一

の
湯
量
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
な
に

し
ろ
源
泉
が
宿
の
す
ぐ
横
に
あ

っ

て
常
時
湧
き
出
て
い
て
、
昔
な
が

ら
の
湯
治
場
の
風
情
が
そ
の
ま
ま

残

っ
て
い
る
宿
で
す
。
お
客
様
に

は
日
頃
の
忙
し
さ
や
煩
わ
し
さ
を

忘
れ
、
大
自
然
の
中
、
ゆ
っ
く
り

と
お
過
ご
し
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て

い
ま
す
。

―
―
　
秘
湯
ブ
ー
ム
の
中
で
、
黒
湯
温

泉
の
特
徴
、
ウ
リ
は
何
で
す
か
。

池
田
　
茅
葺
き
、
杉
葺
き
な
ど
の

黒
い
宿
舎
が
軒
を
連
ね
る
、
昔
な

が
ら
の
湯
治
場
風
情
に
浸
る
こ
と

が
出
来
る
宿
で
す
。
そ
れ
が
気
に

い
っ
て
遠
く
か
ら
定
期
的
に
訪
れ

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な

雰
囲
気
の
な
か
で
、
お
客
様
に
は

芯
か
ら
ゆ
つ
く
り
く
つ
ろ
い
で
頂

け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

お
食
事
も
季
節

の
山
菜
料
理
を

中
心
に
、
山
の
宿
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
を

一
生
懸
命
心
掛
け
て

お
り
ま
す
。

―
―
　
と
こ
ろ
で
首
都
圏
大
曲
会
へ
の

要
望
な
ど
を
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
。

池
田
　
若

い
世
代

の
方

々
に
も
、

も

っ
と
参
加
し
て
頂
け
た
ら
更
に

良

い
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
首

都
圏
大
曲
会
が
進
め
て
い
る
、
ふ

る
さ
と
を
大
事

に
思
う
運
動
は
、

年
齢
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
そ
の
意

味
合

い
が
わ
か

っ
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
会
は
大
曲
だ
け
で

な
く
、
大
仙
市
に
と

つ
て
も
大
事

な
会
で
す
。
益

々
の
躍
進
を
期
待

し
ま
す
。

軍L頭温泉郷 黒 湯 温 泉

見事な紅葉が見渡せる黒湯温泉浴場

URL http://www nyutO onsenkyo com

TEL 0187(46)2214 F

自然の恵みに包まれ、満ち

黒 湯

'

〒014‐ 120 1仙北市田沢湖

秘境温泉 神秘の
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夏の夜空を鮮やかに彩る花火こそ

人々の気持を歓喜に導くもの |よない。

大曲の花火 |よ今年目出度く100年の歴

史を数えた。今や秋田県を代表するイ

ベントのコアなり、全国から参集した

80万人もの大観衆を魅了した。

今
年
も
八
月
が
し

っ
か
り
と
や
つ

て
き
た
。
し
か
も
今
年
は
、
大
曲
の

花
火

一
〇
〇
年
と
い
う
、
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
で
あ
る
。
関
係
者
は
何

年
も
前
か
ら
、
こ
の
日
の
準
備
を
進

め
て
き
た
に
違
い
な
い
。

正
月
か
ら
市
民
の

思
い
は
花
火

一
色

今
年

一
月
に
は
早
々
と

ク
大
曲
の

花
火

一
〇
〇
年
ク
の
大
き
な
垂
れ
幕

が
、
大
曲
駅
に
下
が

っ
た
。
市
の
広

報

「
だ
い
せ
ん
日
和
」
も
晴
れ
や
か

に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

こ
の
夏
の
大
曲
は
、
恐
ら
く
花
火

一
色
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

予
感
に
、
市
民
の
期
待
は
早
く
も
沸

騰
し
た
も
の
だ
。

明
治
４３

（
一
九

一
〇
）
年
の
諏
訪

神
社
の
祭
典
の
余
興
と
し
て
開
催
さ

れ
た
仙
北
新
報
社
（現
秋
田
民
報
社
）

主
催
の
、
「奥
羽
六
県
煙
火
共
進
会
」

が
大
曲

の
花
火

の
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
」ゝ
の
へ
ん
の
こ
と
は
、
」ゝ
の

『ふ

る
さ
と
大
曲
』
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
曲

花
火
倶
楽
部
の
賢
木
新
悦
会
長
か
ら

数
回
に
わ
た
り
解
説
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

こ
の
間
、
戦
争
や
大
豪
雨
、
天
皇

崩
御
な
ど
で
中
断
さ
れ
た
こ
と
は

あ

つ
た
が
、
日
出
度
く
今
年

一
〇
〇

年
の
節
目
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
熱
狂

的
に
ま
で
支
持
し
、
協
力
し
て
き
た

市
民

一
人
ひ
と
り
の
喜
び
で
も
あ
ろ

う
。
間
違
い
な
く
日
本

一
、
伝
統
の

花
火
大
会
で
あ
る
。

花
火

一
〇
〇
年
は

天
候
に
恵
ま
れ
て

花
火

一
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
今
年

の
大
会
は
素
晴
ら
し
い
好
天
に
恵
ま

れ
た
。
い
つ
も
の
年
な
ら
こ
の
時
期

に
な
る
と
秋
風
が
立
ち
、
遅
い
時
刻

と
も
な
る
と
川
面
を
撫
で
て
吹
い
て

く
る
風
は
秋
の
冷
気
を
運
ん
で
寒
さ

す
ら
感
じ
る
。
し
か
し
格
別
に
暑

か

っ
た
こ
の
夏
の
気
温
は
、
八
月
も

下
旬
と
い
う
の
に

一
向
に
下
が
る
気

配
が
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
繰
り
出
す

人
の
ス
タ
イ
ル
は
軽
装
で
、
ま
る
で

夏
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
で
も
行
く
よ
う

な
華
や
か
さ
。
会
場
ま
で
道
の
両
側

は
物
売
り
の
声
も

一
段
と
高
く
、
こ

の
日
を
待

っ
て
い
た
と
ば
か
り
に
会

場

へ
と
急
ぐ
見
物
客
の
気
を
引
こ
う

と
声
張
り
上
げ
る
。

大
曲
の
花
火
が
高
く
評
価
さ
れ
る

一
つ
に
、
昼
花
火
の
部
と
夜
花
火
の

部
の
二
部
に
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
も
あ
る
。
昼
花
火
は
午
後
五
時
、

大
会
開
始
の
号
砲
大
雷
が
万
来
の
拍

手
の
中
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

昼
花
火
の
競
技
は
、
全
国
ど
の
大

会
に
も
な
く
、
今
で
は
大
曲
の
花
火

だ
け
と

い
う
。
夜

の
花
火
が
光

の

ペ
ー
ジ

エ
ン
ト
な
ら
ば
、
昼
の
花
火

は
色
の
つ
い
た
煙

（色
煙
）
を
使

っ

て
模
様
を
描
き
、
牡
丹
や
菊
な
ど
の

花
を
表
す
。
雅
趣
に
富
ん
だ
、
昔
か

ら
花
火
通
の
粋
人
に
好
ま
れ
た
と
い

う
が
、
夜
花
火
を
前
に
し
て
は
い
さ

さ
か
頼
り
な
い
。
散
り
際
が
未
練
が

ま
し
い
。
粋
人
た
ち
は
、
む
し
ろ
そ

こ
が
い
い
の
だ
と
言
う
だ
ろ
う
が
。

歓
声
と
拍
手
が

ど
よ
め
く
大
観
衆

西
山
に
日
が
落
ち
か
か
る
午
後
六

時
五
十
分
、
八
十
万
人
と
い
う
雄
物

川
河
畔
を
埋
め
尽
く
し
た
大
観
衆
の

歓
声
と
拍
手
が
ど
よ
め
く
中
で
、
夜

花
火
の
部
は
開
始
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
日
の
天
気
は

ま
さ
に
花
火
日
和
。
も
う
少
し
町
か

ら
山
に
向
か
っ
て
風
が
吹
い
て
く
れ

れ
ば
な
ど
と
地
元
の
人
は
言
う
が
、

そ
れ
は
贅
沢
と
い
う
も
の
。
空
に
は

雲
も
な
く
、
雄
物
川
は
穏
や
か
に
流

れ
、
悠
然
と
対
座
す
る
西
山
。
ま
さ

に
大
山

一
〇
〇
年
の
花
火
を
祝
う
に

挑戦 &賛歌 8晴人の大観衆を魅了

大曲|の花火100年|

漆黒の中天に光が踊る

故郷でのお集まり、お泊りに
″グ のノ っごで
考 っ /_― クのんグ ク
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は
こ
れ
以
上
の
舞
台
は
望
む
べ
く
も

な
い
。
太
陽
も
よ
う
や
く
西
山
の
蔭
に
隠

れ
た
。
予
定
通
り
夜
花
火
の
部
開
始

を
知
ら
せ
る
号
砲
大
雷
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
万
雷
の
拍
手
が
嵐
の
よ
う

に
河
畔

一
杯
の
桟
敷
の
上
を
通
り
過

ぎ
て
い
く
。
こ
の
時
を
待

っ
て
い
た

の
は
こ
の
大
観
衆
と
と
も
に
、
こ
の

花
火
大
会
の

一
〇
〇
年
の
時
の
積
み

重
ね
た
伝
統
で
あ
ろ
う
。
打
ち
上
げ

場
所
は
当
時
の
そ
の
位
置
か
ら
少
し

上
流
に
移

っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、

今
と
同
じ
よ
う
に
悠
然
と
雄
物
川
が

流
れ
、
丸
子
川
は
こ
の
町
に
住
む

人
々
の
活
気
を
乗
せ
て
さ
ん
ざ
め
い

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

今

一
〇
〇
年
後
の
、
国
内
に
止
ま

ら
ず
海
外
に
ま
で
知
ら
れ
る
こ
の
盛

大
か
つ
有
名
な

「大
曲
の
花
火
」
の

隆
盛
を
、
誰
が
想
像
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
ト
ッ
プ
を
飾
る
大
会
会
長
栗

林
市
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
も
、　
一
段

と
力
が
こ
も
る
。
続
い
て
実
行
委
員

長
、
大
山
商
工
会
議
所
高
橋
寛
会
頭

の
開
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
標
準
審
査

玉

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
妖
怪
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
０
」
が
地
元
北
日
本
花

火
興
業
に
よ

つ
て
打
ち
上

げ
ら
れ
た
。

い
よ
い
よ
競

技
大
会
の
開
始
で
あ
る
。

今
年

一
〇
〇
周
年
を
記

念
す
る
大
会
に
参
加
出
来

た
花
火
師
は
、
全
国
か
ら

選
り
す
ぐ

っ
た
２７
業
者
。

撰
ば
れ
た
業
者
は
い
ず
れ

も
最
高
の
花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う
と

死
力
を
尽
く
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
者
が
持
ち
合
わ
せ
る
最

高
の
腕
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
る
。

課
題
玉
の
割
物

一
発
目
は
、
上
空

で
輪
が
四
つ
開
く

「
二
重
芯
」
を
１０

社
が
、輪
が
五
つ
に
な
る

「
四
重
芯
」

に
１５
社
が
挑
戦
。
そ
し
て
究
極
と
言

わ
れ
る
輪
が
六
つ
に
な
る
「
五
重
芯
」

に
２
社
が
挑
戦
し
た
。
割
物
２
発
目

の
自
由
玉
で
は
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な

表
現
に
加
え
て
、
近
代
的
感
覚
で
の

創
作
性
も
見
ど
こ
ろ
と
な

っ
た
。

一
〇
〇
年
を
祝

っ
て
今
年
の
大
会

で
は
各
花
火
師
の
思
い
も
込
め
ら
れ

て
い
た
。
創
造
花
火
に
は
そ
れ
ぞ
れ

題
名
が
つ
き
音
楽
が
流
れ
る
。
そ
の

音
楽
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
の
調

子
が
同
調
す
る
と
、
題
名
に
込
め
ら

れ
た
思
い
や
感
覚
が
観
客
の
心
に
強

い
印
象
を
残
す
。
今
年
は

一
〇
〇
年

の
愛
を
歌

っ
た

一
青
窃
の
ヒ
ッ
ト
曲

か
ら

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
を
テ
ー
マ
に

選
ん
だ
も
の
が
多
か

っ
た
。

ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
花
言
葉
は

「返
礼
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
と
い
う
。
花
火
師
た
ち

は

一
〇
〇
年
続
い
た
大
曲
の
花
火
に

感
謝
し
、
大
山
の
花
火
と
と
も
に
成

長
し
て
き
た
現
在
あ
る
姿
に
思
い
を

致
し
、
そ
の
気
持
ち
を
花
言
葉
に
託

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
会
提
供
花
火

「挑
戦
」

感
動
の
涙
に
む
せ
ぶ
人
も

一
〇
〇
年
を
祝

っ
て
数
々
の
企
画

も
花
を
添
え
た
。
参
加
２７
社
が
７
号

玉

一
〇
〇
連
発
は
、
連
続
す
る
光
の

美
と
な

っ
て
観
客

の
目
を
圧
倒
し

た
。　
一
〇
〇
年
の
感
謝
を
打
ち
上
げ

る

一
発

一
発
に
託
し
て
、
花
火
師
の

気
持
ち
と
観
客
の
そ
れ
と
が

一
体
と

な
り
、　
一
〇
〇
年
と
い
う
時
の
長
さ

を
偲
ん
だ
も
の
だ
。

毎
年
、
大
会
の
呼
び
物
と
な

っ
て

い
る
大
会
提
供
花
火
は
、
日
本

一
の

ス
ケ
ー
ル
を
有
す
る
ま
さ
に
花
火
の

中
の
花
火
だ
。　
一
〇
〇
年
を
祝

っ
て

今
年
は
二
つ
提
供
さ
れ
て
、
そ
れ
は

ま
さ
に
圧
巻
と

い
う
言
葉
に
尽
き

た
。
今
年
の
大
会
提
供
花
火
は

「挑

戦
」
。
″新
た
な
る

一
〇
〇
年
の
始
ま

リ
ク
と
銘
打

っ
た
こ
の
花
火
は
、
過

去
色
々
な
失
敗
と
成
功
の
繰
り
返
し

の
積
み
重
ね
が
、
多
く
の
人
々
に
認

め
ら
れ
て
現
在
の
大
会
に
な

っ
た
。

そ
し
て
新
た
な

一
〇
〇
年

へ
向
け
て

の
門
出
を
祝
う
大
会
で
あ
る
こ
と
を

高
ら
か
に
歌

い
上
げ
た
も

の
だ

っ

た
。
後
か
ら
後
か
ら
と
打
ち
上
げ
ら

れ
る
光
の
華
は
、
何
重
に
も
光
の
輪

と
な
り
、
軸
と
な
り
、
大
観
衆

一
人

ひ
と
り
の
心
を
歓
喜
さ
せ
、
そ
の
歴

史
の
思
い
を
今
後
に
続
く

一
〇
〇
年

へ
の
思
い
に
乗
せ
て
、
無
窮
の
世
界

へ
と
誘
う
呼
び
声
で
も
あ

っ
た
。
見

る
人
は
輝
く
星
屑
の
中
に
わ
が
身
を

沈
め
、
あ
る
人
は
悦
楽

の
声
を
あ

げ
、
ま
た
あ
る
人
は
感
動
の
涙
に
暮

れ
た
。
も
う

一
つ
の

一
〇
〇
年
特
別
番
組

は

「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」
。
わ
が
ふ
る

さ
と
大
曲
に
花
火
大
会
を
持
ち
込
ん

だ
先
人
に
感
謝
し
、
わ
が
国
有
数

の
大
会
に
成
長
さ
せ
た
こ
の
町
の

人
々
の
情
熱
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ

た

ク
ふ
る
さ
と
賛
歌
大
曲

の
花
火

一
〇
〇
年
亀

過
去
に
思
い
を
致
し
、
こ
れ
か
ら

に
続
く
未
来
に
向
け
て
、
今
新
た
に

歩
き
出
し
た
わ
が
ふ
る
さ
と
大
山
に

幸
多
か
れ
と
、
威
勢
良
く
打
ち
上
げ

ら
れ
る

一
つ
ひ
と
つ
の
火
の
玉
に
祈

り
を
込
め
、
見
る
人
は
感
謝
の
涙
を

流
し
た
も
の
だ
。

大
会
の
最
後
は
十
号
玉
三
十
連
発

の
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
。
「
秀
麗
無
比

な
る
鳥
海
山
よ
～
」
大
会

の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
告
げ
る
秋
田
県
民
歌
と
と

も
に
力
強
く
十
号
玉
が
打
ち
上
げ
ら

れ
る
と
、
今
年
の
花
火
も
終
わ

っ
た

な
ぁ
と
人
々
は

一
様
に
寂
蓼
感
の
中

で
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
の
数
を

数
え
な
が
ら
行
く
夏
を
惜
し
む
の
で

あ
る
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
大
山
の
花
火
の
名

物
に
も
な

っ
て
い
る
、
川
を
挟
ん
で
、

花
火
師
と
観
客
と
の
懐
中
電
灯
に
よ

る
エ
ー
ル
の
交
換
。
お
互
い
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
川
の
両
岸
で

懐
中
電
灯
の
光
が
揺
れ
る
。
ま
さ
に

大
曲
の
花
火
大
会
は
、
打
ち
上
げ
る

人
々
、
見
る
人
々
が

一
体
と
な

っ
て

作
り
あ
げ
賛
美
す
る
大
会
だ
。
こ
の

情
熱
が

一
〇
〇
年
続
き
、
今
な
お
新

し
い
息
吹
の
中
で
、
次
の

一
〇
〇
年

へ
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。（大
釜
）

創造花火は大曲の花火のウリ

(カラーでお見せできないのが残念です)
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■
■
覇
赳
顎
ヨ
ヨ
■
■
四
璽
覇
劇
猟
ヨ
■
羽
劃
璽
詞
Ｈ
■

妙
乃
湯
社
長
佐
藤
京
子
さ
ん

栄
え
あ
る
観
光
庁
長
官
表
彰

観
光
庁
は
毎
年
国
内
外
の
観
光
振
興
貢
献
者
に

「観
光
庁
長
官
表
彰
」

を
贈
り
顕
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
妙
乃
湯
代
表
の
佐
藤
京
子
さ

ん

（首
都
圏
大
曲
会
会
員
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
話
題
の
ド

ラ
マ

「
ア
イ
リ
ス
」
の
現
地
ロ
ケ
を
秋
田
県
に
誘
致
し
、
秋
田
の
魅
力

を
韓
国
を
初
め
海
外
に
ま
で
広
め
、
国
際
観
光
の
振
興
に
貢
献
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

田
沢
湖
地
区
を
元
気
に
さ
せ
た
い

一
念

大
釜
　
こ
の
度
は
観
光
庁
長
官
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
観
光
立

国
を
目
指
す
わ
が
国
で
、
大
変
名
誉

あ
る
賞
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
　
思

っ
て
も

い
な

い
賞

で
し

た
。
大
変
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。

大
釜
　
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
観

光
事
業

の
先
鞭
と
な
る
も

の
で
す

ね
。
韓
流
ス
タ
ー
や
韓
国
映
画
に
は

関
心
が
お
あ
り
だ

つ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
　
い
い
え
、
忙
し
い
毎
日
、
ゆ
つ

く
り
座

っ
て
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
も

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
韓
国
映
画
も
、

韓
流
ス
タ
ー
の
お
名
前
も
、
ま

っ
た

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
代
遅
れ

だ

っ
た
の
で
す
ね

（笑
）

大
釜
　
い
や
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
ア
イ
リ
ス
」
の
ロ
ケ

隊
約
百
名
を
三
週
間
に
わ
た
り
、
経

営
す
る
田
沢
湖
ホ
テ
ル

「
イ

ス
キ

ア
」
に
無
料
で
泊
め
た
と
い
う
こ
と

は
、
ま
さ
に
画
期
的
だ

っ
た
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
　
国
も
勿
論
で
す
が
秋
田
県
も

観
光
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
お
話
を
あ
る
方
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
と
き
、
私
が
こ
れ
を
引
き
受
け
る

こ
と
で
秋
田
県
全
体
は
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
仙
北
市
特
に
田
沢
湖
地
区
を

元
気
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
東
京
で
大
き
な
手

術
を
し
て
以
後
こ
の
仕
事
に
就
い
て

十
九
年
間
、
今
ま
で
元
気
に
仕
事
を

続
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
か
ら
す
る
と
、
「
ア
イ
リ
ス
」

誘
致
な
ど
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
多

く

の
方

々
に
対
す
る
感
謝

の
気
持

ち
、
そ
し
て
自
分
に
対
す
る
励
み
を

与
え
る
も
の
と
思

っ
た
の
で
す
。

◇
◆
◆
―
―
―
―
―

自
然
が
豊
か
で

人
情
溢
れ
る
秋
田

大
釜
　
田
沢
湖
畔
で
三
週
間
過
ご
し

た
イ

。
ビ
ョ
ン
ホ
ン
さ
ん
や
韓
国
の

み
な
さ
ん
の
感
想
は
ど
う
で
し
た
…
。

佐
藤
　
秋
田
は
自
然
が
豊
か
で
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
。
特
に
雪
景
色
は
他

で
見
ら
れ
ぬ
美
し
さ
が
あ
る
。
人
々

は
み
ん
な
優
し
く
て
親
切
だ

っ
た
。

お
蔭
で
と
て
も
仕
事
が
し
易
か

っ
た

と

一
様
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し

た
。
案
外
秋
田
県
に
住
ん
で
い
る
私

た
ち
が
、
秋
田
は
そ
ん
な
に
も
美
し

い
と
こ
ろ
で
、
人
間
も
親
切
だ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
釜
　
そ
の
後
韓
国
か
ら
の
観
光
客

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
ね
、

佐
藤
　
は
い
。
「
ア
イ
リ
ス
」
の
視

聴
率
は
４０
％
と
ぃ
ぅ
高
視
聴
率
を
記

録
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
ス
タ
ー
の
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
ラ
マ
を
見
て
感
動
し
た
方
も

ロ
ケ
地
を
訪
れ
る
と

い
う

こ
と
も

あ

っ
て
、
韓
国
か
ら
の
お
客
様
が
昨

年
よ
り
３０
％
以
上
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

大
釜
　
気
づ
か
い
も
多
い
で
し
ょ
う
。

佐
藤
　
従
業
員
も
私
も
、
特
別
な
こ

と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
普
通
の
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け

で
す

（笑
）
。
私
た
ち
は
、
秋
田
の

人
は
温
か
い
心
の
持
ち
主
だ
と
感
じ

取

っ
て
頂
き
た
い
、
い
い
印
象
を
与

え
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で

一
杯
で
す
。

従
業
員

一
人
ひ
と
り
に
そ
れ
が
出

来
て
い
る
か
が
心
配
で
す
。
お
客
様

は
そ
の
と
き
だ
け
の
お
客
様
で
は
な

く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
自
分
た
ち
の
仕
事
と
わ
き
ま
え

て
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

◇
◆
男
鹿
和
雄
さ
ん
が
描
く

豊

か
な
自
然
を
売
り

に

大
釜
　
観
光
立
国
と
し
て
の
日
本
、

そ
し
て
秋
田
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

佐
藤
　
欧
米
人
が
パ
リ
を
憧
れ
の
町

と
い
う
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
方
々
が

日
本
を
憧
れ
の
国
と
思

っ
て
頂
け
る

よ
う
に
頑
張
る
こ
と
だ
と
思

い
ま

す
。
こ
こ
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
は

よ
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
秋
田

は
緑
が
格
別
に
多
い
こ
と
、
ま
た
空

気
が
美
味
し
い
。
大
自
然
の
中
に
温

泉
が
豊
富
で
四
季
そ
れ
ぞ
れ
が
美
し

い
と
。
私
は
思
う
の
で
す
。
ス
タ
ジ
オ
ジ

プ
リ
の
男
鹿
和
雄
さ
ん
は
こ
の
地
方

の
ご
出
身
で
す
。
男
鹿
さ
ん
の
描
く

絵
の
原
点
は
仙
北
地
方
に
あ
る
と
い

い
ま
す
。
そ
の
絵
に
は
ま
だ
日
本
に

残

っ
て
い
る
温
か
さ
、
豊
か
な
自
然

が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
自
然
を
大
事

に
し
、
失
わ
な
い
限
り
秋
田
は
観
光

県
と
し
て
成
り
立
つ
と
思
い
ま
す
。

大
釜
　
そ
れ
で
も
経
営
と
な
る
と
な

か
な
か
厳
し
い

。
・

佐
藤
　
事
業
の
損
得
は
情
勢
を
以

っ

て
信
じ
る
こ
と
、
即
ち
自
分
の
夢
を

持

っ
て
事
に
臨
む
こ
と
で
す
。
お
金

は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
の
で
す
。
最

初
に
計
算
あ
り
き
で
は
、　
一
歩
も
前

に
進
め
な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

私
が
経
営
し
て
い
る

「妙
乃
湯
」
は
、

も
と
も
と
祖
父
が
命
を
か
け
て
守

っ

て
来
た
温
泉
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で

特
に
難
し
い
こ
と
嫌
な
こ
と
に
直
面

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
あ
る
と
き
頼
ま
れ
て
行

っ

た
講
演
先
で
、
「
嫌
だ
と
思

っ
た
こ

と
が
な
か

っ
た
か
」
と
質
問
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
に
お
答

え
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
こ

と
を
話
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就

い
た
最
初

の
頃
、

業
界
の
会
議
な
ど
で
自
分
の
意
見
を

述
べ
る
と
、
「女
の
く
せ
に
」
「
よ
そ

者
の
く
せ
に
」
あ
る
い
は

「生
意
気

な
女
」
と
中
傷
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
都
度
悔
し
い
思
い
を

し
た
こ
と
を
、
今
ふ
と
思
い
出
し
ま

し
た
。
そ
う

い
う
経
験
を
踏
ま
え
て

私
自
身
、
強
く
も
な

っ
た
し
ま
た
正

し
い
と
思
う
こ
と
を
は

つ
き
り
発
言

出
来
る
よ
う
に
な
つ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
人
が
喜
ぶ
顔
を
見
た
い
、
幸

せ
な
人
た
ち
の
傍
に
い
た
い
と
常
に

思

っ
て
い
ま
す
。
私
は
現
在
仕
事
を

通
し
て
そ
の
幸
せ
に
接
し
て
い
る
、

そ
う
思

っ
て
い
ま
す
。

大
釜
　
ま
さ
に
経
営
哲
学
で
す
ね
。

佐
藤
　
私
は
６６
歳
に
な
り
ま
す
が
、

私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
な
ど
は
宏
遠

な
宇
宙
か
ら
見
る
と
、
ほ
ん
の
瞬
き

に
も
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
所
詮
肉

体
は
宇
宙
か
ら
の
預
り
も
の
で
す
が

心
は
自
分
の
も
の
。
そ
れ
だ
け
に
心
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『ふるさと大曲』第 10号

『観
光
は
平
和
産
業
。
私
は
平
和
主
義
者
で
す
』
佐
壁
只
子
さ
ん

を
し

っ
か
り
磨
い
て
い
き
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
か
ら
ご
指
導

を
受
け
、
学
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
、

そ
の
関
係
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

大
釜
　
と
こ
ろ
で
表
彰
式
は
環
境
庁

で
挙
行
さ
れ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
　
今
回
頂
い
た
賞
は
本
当
に
意

義
の
あ
る
、
佐
藤
家
に
と

っ
て
真
に

栄
誉
あ
る
賞
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◇
◆

家
族
み
ん
な
の
力
が

私
を
支
え
て
く
れ
た

表
彰
式
は
東
京
千
代
田
区
の
観
光

庁
国
際
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
私
ど
も
は
家
族
、
縁
者
揃

っ
て

総
勢
２‐
名
で
伺
い
ま
し
た
。
両
親
を

先
頭
に
孫
も

一
緒
で
し
た
。
表
彰
式

が
始
ま
る
前
、
控
室
に
い
る
と
こ
ろ

を
溝
畑
観
光
庁
長
官
が
ご
覧
に
な

り
、
特
別
に
表
彰
式
会
場
に
招
き
入

れ
て
く
だ
さ

っ
て
、
２‐
名
全
員
が
式

に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
と
て
も
晴
れ
が
ま
し
い
こ
と
で
し

た
。
今
年
８５
歳
の
私
の
父
は
車
椅
子

で
、
そ
れ
を
孫
が
押
し
ま
し
た
。
母

は
嬉
し
さ
と
感
動

の
あ
ま
り
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
ず

っ
と
目
頭
を
押
さ

え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
色

々

な
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
、
そ
れ
が

走
馬
灯

の
よ
う

に
頭

の
中
を
駆
け

巡

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
そ

の
姿
を
見
て
、
本
当
に
母
が

い
と
お

し
く
、
心
か
ら
感
謝

の
念
が
湧

い
て

き
ま
し
た
。

溝
畑
長
官
は
私
に
表
彰
状
を
渡
し

な
が
ら
、
で
」
れ
ま
で
佐
藤
京
子
さ

ん
が
頑
張

っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
こ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
が
い

る
か
ら
で
す
ね
」
と
仰

っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
長
官
の
お
言

葉
を
、
生
涯
忘
れ
え
ぬ
宝
物
と
し
て
、

心
に
刻
み
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

大
釜
　
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
文
字
通
り
家
族
あ

っ
て
の
事

業
、
事
業
あ

っ
て
の
家
族
で
す
ね
。

と
て
も
感
動
的
な
話
し
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
現
在
旧
仙
北
郡
は
、
大

仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
の
三
つ
の

自
治
体
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

三
自
治
体
が
点
で
は
な
く
、
力
を
合

わ
せ
て

一
つ
の
パ
ワ
ー
に
転
化
さ
せ

て
協
力
し
な
が
ら
、
合
同
の
観
光
事

業
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
◆
◇
―
―
―
―
―

旧
池
田
氏
庭
園
を
中
核

に
観
光

ル
ー
ト
の
創
出

佐
藤
　
穀
倉
地
帯
の
こ
の
仙
北
平
野

の
二
市

一
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ

る
観
光
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
仙
北
平
野
の
真
ん
中
に
あ

り
、
国
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧

池
田
氏
庭
園
が
、
今
度
大
仙
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
修
復
工
事
も
進
み

見
違
え
る
ほ
ど
美
し
く
生
ま
れ
変
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
を
観
光
の
中
心
に
置
き
、
水

を
打

っ
た
頃
あ
る
い
は
稲
実
る
頃
の

田
園
風
景
、
堀
田
の
柵
や
六
郷
な
ど

と
と
も
に
歴
史
や
文
化
、
グ
リ
ー
ン

カ
ラ
ー
に
輝
く
湖
な
ど
を
基
盤
に
置

く
広
域
の
観
光
計
画
を
練
り
、
四
季

を
通
じ
て
都
会
か
ら
の
観
光
客
を
呼

び
込
む
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
と

思
い
ま
す
。

観
光
産
業
は
平
和
産
業
で
す
。
私

た
ち
が
、
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
飽

く
な
き
使
い
こ
な
す
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
平
和
産
業
が
発
達
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

美
し
く
長
閑
な
こ
の
里
を
、
国
や

地
域
な
ど
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に

知

っ
て
頂
き
、
も
う

一
度
訪
ね
て
み

た
い
と
い
う
気
に
さ
せ
る
、
こ
れ
ま

で
は
ど
こ
の
観
光
地
に
も
な
か

っ

た
、
そ
う
い
う
観
光
資
源
を
創
出
し

た
い
も
の
で
す
。
私
は
世
界
の
平
和

を
祈
る
平
和
論
者
で
も
あ
り
ま
す
か

ら
…

（微
笑
）

大
釜
　
今
日
は
貴
重
な
お
話
し
を
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

韓国の人気俳優イ・ビョンホンさんと佐藤京子さん

合

,マキタ 糞ギ科壼
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カメラ紀行
・ 秋の吾妻高原

―をいぐ―|‐‐

1撮影・旅人 斉藤 ‐貞助 ‐

‐
東北の秋はあまりに鮮やかだ

`乾ぃて透き通らた空気が青空を群青色
に磨き、錦織る山々の景色を二層引

き立てる。1谷あぃに滝が流れ落ちt

軽やかな音を響かせながら馬区け下る

谷川け|ュリのⅢ凛のこを混を合わ
せてIInし、それは1混声合

‐
唱さながら

だ。季節が秋から初冬ヽと移り変わ

りいく晩秋の‐日、ヵメラを肩に吾
妻高原を訪ねた。   ‐  |

燕谷の滝と紅葉の八一モニー 錦平の鮮やかな紅葉

東吾妻山の山頂付近で

晰  が'鬱ン澪パシス群麟菫辣
曲 翁 攀 摯 鸞 ル

響 ォ ー シ 濃 ズ ン

4饉艦鰺 量議轟鑽ソ 簿 レ ス ト 茫
機醸 警鍮 麟‡ 雛爵洟  颯雛 釉 艤
雛繭讐磯 爾  欝鰺    辣 機



『ふるさと大曲』第10号

紅葉の山肌を霧が這いあがる

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1::1:1::1:1:1111:11

1饉機嘉颯

白煙を上げる東吾妻山

東吾妻山は福島市に所属します。標高

は1975メ ートル。遠くから見る山の姿

はなだらかで女性的。一体はオオシラ

ビソ、コメツガなどの針葉樹林が広

がっています。

吾妻連邦の中でも最も眺めの良さを誇

る山で、この山を愛する人は時代を問

わず多いと言われます。

錦に包まれた燕谷 (谷底に布を掛けた

ように滝が見える)

東
吾
妻
山
頂
を
目
指
す
人
々
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銀
、、

本をつ
並″
木き

貝
の
沢
再
び
来
れ
ば
秋
模
様

銀
杏
の
街
路
樹
濃
く
明
か
り
さ
す

シ
ク
ラ
メ
ン
花
は
も
う
咲
き
冬
近
し

バ
ス
の
窓
銀
杏
並
木
に
右
ひ
だ
り

検
間
で
お
は
や
う
と
い
ふ
受
験
生

白
シ
ョ
ー
ル
成
人
式
の
主
役
待
つ

卒
業
の
日
秋
の
台
風
は
忘
ら
れ
ぬ

朱
　

華

‐2尋‐9‐191うな‐

私
は

（平
成
十
九
年
）
十
月
に
通
信
制
の
大
学

を
卒
業
し
た
。
卒
業
式
に
は
袴
と
着
物
の
服
装
で

参
列
し
た
。
当
日
は
季
節
は
ず
れ
の
台
風
が
首
都

圏
に
上
陸
し
た
。
会
場
に
行
く
ま
で
も
横
殴
り
の

激
し
い
雨
で
着
物
は
び

っ
し
ょ
り
と
濡
れ
、
か
ろ

う
じ
て
袴
が
雨
除
け
に
な

っ
て
く
れ
、
被
害
は
少

な
く
済
ん
だ
が
二
次
会

で
は
体
全
体
が
、
雨
に

濡
れ
た
せ
い
で
冷
え
て
し
ま
い
風
邪
を
ひ
き
そ
う

だ

っ
た
。
何
と
も
忘
れ
が
た
い
卒
業
式
だ

っ
た
。

振
り
返
る
と
、
あ

っ
と
言
う
間
の
二
年
間

（短

大
か
ら
の
編
入
）
だ

っ
た
が
、
こ
の
台
風
は
そ
の

二
年
間
を
物
語

っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
卒
業
ま
で
は
け

っ
し
て
、
平
坦
に
過
ご

し
た
訳
で
は
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
病
気
と
闘

い
、

仕
事
を
し
な
が
ら
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
席
し
、

ゼ
ミ
レ
ポ
ー
ト
を
仕
上
げ
る
な
ど
の
日
々
を
送

っ

た
。
そ
れ
は
、
楽
し
く
も
あ
り
、
厳
し
く
辛

い
経

験
で
は
あ

っ
た
が
充
実
感

・
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
勉
強
の
機
会
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

朱
華
は
首
都
圏
大
曲
会

副
会
長
大
友
律
子
さ
ん

の
筆
名
。
國
學
院
大
學

勤
務
。

寒
く
な
い
か
い

一肩
を
抱
く
手
の

お
お
ま

が
り
慕
情

歌 作 作

詞
　
里
　ヽ
皮
　
羽
　
生

曲

平

野

桂

三

手

菊

池

幸

枝

第

一
興
商
Ｄ
Ａ
Ｍ
配
信

番
号

一
人
七

一
―
二
九

丸
子
の
橋
で

あ
た
た
か
さ

好
き
で
添
え
な
い
　
恋
ゆ
え
に

人
目
忍
ん
だ
　
ふ
た
り
の
運
命

も
え
て
尽
き
な
い
　
あ
あ
、
、
、
あ
な
た

今
も
胸
に
　
棲
ん
で
ま
す

情
け
流
し
の
　
雄
物
の
川
に

解
け
て
淡
雪
　
は
か
な
く
て

風
の
吹
き
よ
に
　
ゆ
れ
な
が
ら

死
ぬ
も
生
き
る
も
　
二貝
方
の
ま
ま
と

影
を
重
ね
て
　
あ
あ
、
、
、　
な
み
だ

濡
れ
て
咲
い
て
る
　
愛
染
め
よ

風
の
噂
に
　
尋
ね
て
み
た
が

呼
べ
ど
か
え
ら
ぬ
　
面
影
は

き
え
て
は
る
か
な
　
岳
の
上

雪
に
覆
わ
れ
た
　
日
暮
の
途
に

想
い
さ
ま
よ
う
　
あ
あ
、
、
、
あ
な
た

遠
く
ネ
オ
ン
の
　
お
お
ま
が
り

作
詞
し
た
黒
皮
羽
生
氏
は
、
首
都
圏
大
山
会
幹

事
佐
藤
重
光
さ
ん
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
旧
四
ツ
屋
村

高
関
出
身
。
東
京
水
産
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し

て
現
在
は
同
社
会
長
。
全
日
本
音
楽
著
作
家
協
会

会
員
。
毎
年
十
二
月
に
は
東
京
で
、
同
協
会
主
催
で
」

こ
ろ
の
歌
」

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
第
１０
回
に
当

る
今
年
黒
皮
氏
は
、
「
ふ
る
さ
と
慕
情
」
を
、
柴
田

誉
さ
ん
の
作
曲
と
歌
で
発
表
し
ま
し
た
。
な
お
こ

の
歌
は
第

一
興
商
Ｄ
Ａ
Ｍ
番
号

一
人
七

一
―
二
九

に
入

っ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
と
き
な

ど
ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

伝えていきたい

秋口ならではの風土 と暮らし…

タカヤナギ・グランマー トは

秋口の食夫イとを應抜 します。 大仙市・秋田市・横手市 。湯沢市・曲利本荘市・仙北市

クオリティライフパートナー タカヤナギ・グランマート

―-22-―



『ふるさと大曲』第10号

◆
第
５
回
全
日
本
小
学
生

一
中
学

生
書
道
紙
上
展

（読
売
新
聞
社
■

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸

院
．主

催
）
で
一
大
仙
市
の
子
ど
も
た
ち

頑
張
・り
ま
し
た
●
●

一●

一
一　
・

同
書
道
展
は
、
小
中
学
生
の
書

写
書
道
の
向
上
を
図
り
、
書
く
楽

し
さ
や
喜
び
を
通
し
て
、
豊
か
な

心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
も

の
。
今
年
第
五
回
目
を
迎
え
、
全

国
か
ら
１
万
７
３
３
４
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
審
査
が
行
わ
れ
、
各
学

年
の

「
ベ
ス
ト
ー
０
０
」
が
決
ま

り
、
大
仙
市
の
小
中
学
生
は
大
活

首
都
圏
六
曲
会
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
て
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

コ
仲
仲
Ｕ

ミ̈
Ｓ
２
５
ξ
・り
Ｃ
「
■
０
「
仲
〓
喘
０
」．コ
一
〇

※
汁
き
計
Э
労
―
卜
２
１
ヽ
昨
０
こ
ヽ
ヽ
Ｃ
べ
計
ｓ
叫
■
ｏ

躍
。
秋
田
県
か
ら
２‐
名
が
入
選
し
、

そ
の
中
に
大
仙
市
の
小
中
学
生
は

‐４
名
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

□
小
学
２
年
　
士
口
田
夢
瞳

（大
曲
）

□
小
学
３
年
　
杉
本
海
音

（大
曲
）

□
小
学
４
年
　
小
松
香
央
里

（内

小
友
）、
三
浦
良
太

（花
館
）

□

小
学
５
年
　
伊
藤
里
奈

（花
館
）

□
小
学
６
年
　
佐
々
木
優
花

（内

小
友
）、
長
谷
川
黎
佳

（大
曲
）、

□
中
学
１
年
　
大
槻
帆
呼

（大
曲

西
）、
佐

々
木
萌
絵

（大
曲
）、
□

中
学
３
年
　
大
槻
侑
主
、
斉
藤
寛

奈

（以
上
大
曲
西
）、
佐
々
木
明
美
、

佐
輔

（以
上
大
曲
）

◆
修
復
な
っ
た
名
勝

「旧
池
田

氏
庭
園
」
が
絵
葉
書
に

旧
池
田
氏
庭
園
は
Ｈ
月
６
日

・

７
日
の
２
日
間
特
別
公
開
さ
れ
、

約
６
０
０
０
人
の
見
物
客
が
、
鮮

や
か
に
色
づ
く
庭
園
を
観
賞
し
ま

し
た
。
国
内
最
大
級
の
雪
見
灯
篭
、

進
ん
で
い
た
洋
館

（写
真
上
）
の

修
復
も
済
み
、
金
唐
革
紙
で
飾
ら

れ
た
洋
館
内
部
な
ど
を
も
の
珍
し

く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
大
仙
市

で
は
洋
館
の
写
真
を
絵
葉
書
に
し

て
、
好
評
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

◆
大
仙
市
首
都
圏
企
業
懇
話
会

を
東
京
で
開
催

　

　

．

大
仙
市
は
１１
月
２４
日
、
大
仙
市

首
都
圏
企
業
懇
話
会
を
、
東
京
都

千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷

（私
学
会
館
）
で
開
催
。
農
商

工
連
携
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

懇
話
会
に
は
栗
林
市
長
、
農
林
商

工
部
幹
部
、
大
曲
商
工
会
議
所
会

頭
と
、
市
と
関
り
の
あ
る
企
業
の

社
長
や
団
体
代
表
な
ど
５０
人
が
出

席
。
各
出
席
者
か
ら
は
具
体
的
な

提
案
も
あ
り
、
き
わ
め
て
前
向
き

の
、
有
意
義
な
懇
話
会
で
し
た
。

夕カヤナギで|ま現在「夕カヤナギ100年 目の冬のギフト」を開

催中です。ギフト案内「まること秋田ふるさと便り」に|ま、懐か

しい秋田の美味しいものが満載です。どうぞ挿入の注文書にこ記

入のうえ、夕カヤナギまで直接下記Fa×番号で申込みください。

表示価格2,600円 以上 |よ、1月 5日まで全国送料無料です。

外商部 (イーストモール内)電話0187-62-1001
Fax01 87-62-9000

お問い合わせ先 0120-1234-34
受付時間/午前9時～午後5時 )

◇
◇
◇

編

集

後

記

◇
◇
◇

北
東
北

・
北
海
道
に
初
雪
を
伝
え
る
テ
レ

ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
に
、
大
曲
も
雪

だ
ろ
う
な
と
、
風
花
舞
う
丸
子
橋
界
隈
を

思
い
、
ふ
る
さ
と
の
冬
の
光
景
を
偲
び
ま

し
た
。
「
雪
は
直
ぐ
に
消
え
ま
し
た
」
と
、

市
役
所
の
高
橋
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
を
頂
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
気
に
な
る

「古
里
の
空
」

で
す
。
▼
子
ど
も
の
頃
の
冬
の
朝
は
、
キ
ー

ン
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
、
空
気
す
ら
硬
く

感
じ
た
も
の
で
す
。
清
ら
か
な
門
辺
の
流

れ
で
、
抜

い
て
き
た
ば
か
り
の
大
根
を
洗

う
光
景
を
見
か
け
る
も
の
で
し
た
。
泥
が

落
ち
た
後
の
真

っ
白
な
大
根
の
清
清
し
さ
、

透
き
通
る
清
潔
感
。

▼
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い

て
、
さ
わ
し
た
柿
を
町

へ
売
り
に
行
く
女

性
た
ち
の
賑
や
か
な
笑

い
士札

刈
り
入
れ

が
す
ん
だ
後
の
広
々
と
し
た
日
ん
ぼ
に
は

う

つ
す
ら
水
霜
が
お
り
て
。
農
家
の
庭
に

立

つ
高

い
柿
の
本
の
枝
先
に
は
、
取
り
残

さ
れ
た
柿
の
実
が
二
つ
三
つ
。
遥
か
鳥
海

山
は
、
淡

い
光
の
中
に
う

つ
す
ら
そ
の
美

し
い
姿
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▼
１２

月
に
入
り
、
俄
か
に
仕
事
が
出
来
て
大
曲

へ
日
帰
り
し
ま
し
た
。
朝
９
時
２
分
に
上

野
を
出
る

「
こ
ま
ち
」
に
乗
る
と
、
昼
に

は
も
う
大
曲
。
途
中
、
車
窓
か
ら
見
る
那

須
岳
、
飯
豊
連
峰
や
磐
梯
山
、
蔵
王
の
山

並
み
、
い
ず
れ
も
頂
上
付
近
は
自
く
雪
が

光

っ
て
い
ま
し
た
。
岩
手
山
は
麓
ま
で
雪
。

も

っ
と
遠

い
山
並
み
で
自
く
輝
や
い
て
い

る
の
は
八
幡
平
か
安
比
高
原
か
。

Ｘ
局
校

を
卒
業
し
て
直
ぐ
の
頃
の
列
車
は
勿
論
蒸

気
機
関
車
。
上
野
ま
で
の
十
数
時
間
は
常

に
夜
の
闇
ば
か
り
。
そ
れ
が
今
は
沿
線
の

大
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
し
な
が
ら
の
三
時
間

少
々
。
▼
時
代
は
変
わ
る
。
新
し
い
文
化
、

新
し
い
文
明
の
動
き
は
凄
ま
じ
い
。
手
を

伸
ば
せ
ば
届
く
距
離
に
ふ
る
さ
と
は
近
づ

い
て
き
た
。
今
こ
そ
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

す
る
心
を
育
み
、
大
事
に
し
よ
う
。
生
ま

れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
が
あ

っ
て
今
の
自
分

の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
よ
う
。

▼

『ふ
る
さ
と
大
曲
』
第
１０
号
。
取
材
、
寄
稿
、

広
告
、
写
真
提
供
な
ど
で
大
勢
の
方
々
か

ら
沢
山
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（大
釜
）
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「ふ
る
さ
と
大
曲
」
第
十
号

平
成
二
十
二
年

（二
〇

一
〇
年
）
十
二
月
二
十
八
日

首
都
圏
大
曲
会
発
行

平成22年 (2010年 )12月

れ

秋田・十和田湖・八幡平国立公園

ここ乳頭温泉郷は、七湯の素晴

らしい泉質の宿が′点在していま

す。中でも妙乃湯は関西から見

た東の「金泉・銀泉」の二源泉

を併せ持った誇れる宿です。ま

た小じんまりした秘湯の素朴さ、

古さに新しさのバランスを加味

した趣のある宿として大変喜ば

れております。

秋田県仙北市田沢湖生保内

字駒ヶ岳 2-1
TEL 0187-46-2740

2008年 3月 1日 OPENl
秋田県仙北市田沢湖田沢字潟前 72
TEL0187-43-2005 URL http://ischia― hOtel.jp info@ischia―hotel.jp

秋田・田沢湖・抱返り渓谷県立自然公園

田沢湖と角館の中ほど。紺碧の湖や渓流を

見ながら木立の道を進みます。広い敷地と

周囲の山々に包まれた「都わすれ」は客室

わずか8室。全室抱返り渓谷の景観を見な

がらのかけ流し露天風呂付きという、人里

離れた理想のくつろぎの宿です。

秋田県仙北市田沢湖卒田字夏瀬84

TEL 0187-44-2220

乳
頭
温
泉
郷
　
金
の
湯
　
銀
の
湯

繊
玲
磁
饉
永

ア

イ

リ

ス

ト
ラ
マ
【】刀
あ
】
の
撮
影
地

イ
・じ
ョ
ン
ホ
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滞
在
、
話
題
の
ホ
テ
ん

エステ&カフェ
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